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【平成２２年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 
 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 
○ A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 
 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 C 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の

中止が適当である 
（意見等） 
本研究は、複数の長大基線に沿って高分解能で深部までの構造断面を得て、中部日本におけるテ

クトニクスを明らかにしようとするものである。予算の圧縮や、予定した測線である林道の不通な

どにより、当初計画よりかなり測線長が短縮されているが、計画された深部までの断面を得ている

ことは評価できる。そしてこれらの結果から、地表で観察されるアクティブテクトニクスが、深部

でのフィリピン海プレートの運動や形状に支配されていることなどを明らかにしつつあり、研究は

概ね順調である。 

 
【平成２３年度 検証結果】 
検証結果    研究進捗評価結果どおりの研究成果が達成された。 

 複数の長大基線に沿って高分解能で深部までの構造断面を得て、中部日本における

テクトニクスを明らかにするという当初の目的は達成された。得られた膨大なデータ

に基づくイメージングから、地表で観察されるアクティブテクトニクスは、深部での

フィリピン海プレートの形状と運動、そして地殻内の地質構造に強く支配されている

ことを明らかにした。 
 なお、この研究で得られたデータは膨大であり、さらなる解析を行えば、当初の想

定以上の新知見が得られることは確実である。今後とも論文発表による研究成果の社

会的周知を期待する。 
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